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唾液腺開 口 分泌｝こ で半う5しNucleotidase

活性局在 の 変動

　　山科正 屯 　川井
一
広

　　 （東京医歯大 ・
難治研 ・超微構造 ）

5LNucleotldase は
・−SUに 緇 胞膜の 標識

酵素 と され て い る が、鰯近 こ の 電顕的証 明法

に 関 す る 精 細な報告が 発表 さ れ た （Uusitalo

ら， 三 977 旋 め こ の 追試 を兼て 同活性が唾液

朦 開 「吩 泌 に 伴う細炮膜 の 形態変化 に 応 じ て

ど の 様に 変動す る か を検討 した o

ラ ッ ／tに ［ttopr 〔｝ter 蝋 ol 投 与後 4 時闘 まで

経日寺的 に 屑二卜腺．　顎 卜腺を採 取 し、　1 ％ グ ル

タ ー
ル ア ル デ ヒ ド （カ 11 ジ ル 酸緩衡液pH7 ．2）

で ／時間 i劃定，原法 に 舞 っ て 37 ℃ 30 分反

応 さ せ た 他，基質 をβ一．．グ リ セ P： リ ン 酸に 変

え た も の で も試験 し た。 結果 ；生 化学的測 定

の 結築 こ の 固定 に よ り 5PAMP を基質 とす る

ボ ス 7 ア タ
ー．ピ活性 は 約 20 ％残 存 し原法 で

推奨する ト リ ス 羲衝液 （p｝16。  ）で 行っ て も大

差 な か っ た り 本酵素活性 ｝ま両腺 共に 腺房細 皰

の 管腔に 鹵 した 細胞1換 と筋 駈皮纈胞膜に 認め

ら れ た が．後者 の 活性は β
一一

グ リセ 卩 燐酸 に

よ っ て も同様な の で 非特異的活性 で あろ う。

分泌刺 激群 で は，活性産物 は 開 口 分泌 して 不

整彩を 呈 した細胞膜に 莞発現 した 。 本来の 分

泌顆粒縢に は証明 さ れ な か っ た こ とか ら こ の

所見 は膜内蛋白質の 流動拡散 の 結果を示 す も

の と考え ら れ る D
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DMBA ・DAS 併用 に よ る ラ ッ ト誘発耳道腺

腫瘍 の 初期病変 に関す る組織化学的観察

　　楠本健 夫 ， 原 田寿利 ， 熊 沢忠躬

　　 （関西医大
・耳鼻咽喉科 ）

　　森井夕沽

　　 （関西医 大
・
病理 ）

W 云 star 　SLC 左隹ラ ッ トに ，51日齢 と66日

齢 と の 2回に わた 夢 ，
7

， 12−−Dimethy −

1t） enzC α ）aIlthracene 乳剤25  ／Kgを

静注 し ， さ らに 57日齢 よ り連 日 4 − Dime −

thylarT ，inosti ｝bene を
・O．eo4 ％ に 含

む オ リエ ン タ ル 酵母製 C遡F 固型 飼料 を投与

す る。 ほ とん ど全例 の 耳道腺に ， DMBA 初同

投与 9 〜11週後 に 異型 増殖巣 を見 い だ し ， 20

週後に は 該部 に腫瘤を触知 し うる 。 30邇後剖

検 の 全 例 〔馬 中 心 壊死 傾向 の 強 い 角 化扁 平上

皮癌が 葡折見 で ，皮脂線由来を想定 さ せ る悪

性 所見 も混 じる癌 の 病変 を見 い だす Q 上述 し

た よ うな実験 の D 鮭BtW 与 11週後 の ラ ッ ト耳

道腺 の 新鮮ク リオス タ ッ ト切片 を対 象 と し，
エ

ス テ ラ
ーゼ

v
コ ハク 酸脱 水素 酵素 お よ び ア ル

カ 1丿フ t・ス フ ァ タ
ー

ゼ 活性 に て⊃い て ， 無処置

対照群 と発 癌 剤併 用群 と を組織化学的 に 比較

検討 した 。 異型増 殖巣に は前 2者 の 活 性増 強

が み られ た が
， 後 者に は 変動は な か っ た 。 剖

検時 の 癌化 した組織 に つ tA て は ，中心壊 死，

潰瘍化 の 影響 が 強 va の で
一
淀 の 成績 が 得 られ

ず p そ れ を除 い た もの に つ い て の 所 見 を 目下

追求中 で あ る 。
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